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八千代市

佐倉市

「家庭菜園の相談もお気軽に」と小久保さん

　

8
月
に
入
り
リ
ー
グ
戦
は

残
り
11
試
合
、
シ
ー
ズ
ン
は

残
り
3
分
の
1
と
な
り
ま
し

た
。
レ
イ
ソ
ル
は
7
月
16
日

の
札
幌
戦
で
勝
利
し
、
順
位

を
再
び
4
位
に
上
げ
た
勢
い

を
そ
の
ま
ま
に
後
半
戦
を

戦
っ
て
い
ま
す
。
8
月
の
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
は
、
14
日
日
曜
18

時
半
か
ら
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
、
27
日
土
曜
19
時
か
ら

の
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
で
す
。

　

ぜ
ひ
注
目
し
て
ほ
し
い
の

は
、
先
日
の
日
本
代
表
に
選

ば
れ
た
2
人
、Ｆ
Ｗ
細
谷
真

大
選
手
（
21
）
と
Ｄ
Ｆ
大
南

拓
磨
選
手
（
24
）
で
す
。
細

谷
選
手
は
こ
こ
ま
で
22
試
合

で
６
得
点
を
決
め
、
プ
ロ
３

年
目
の
若
き
エ
ー
ス
と
し
て

大
ブ
レ
イ
ク
を
果
た
し
ま
し

た
。
大
南
選
手
は
右
サ
イ
ド

の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
。
１
８
４

㎝
の
長
身
を
生
か
し
た
パ
ワ

フ
ル
な
守
備
に
加
え
、ス
ピ
ー

ド
に
乗
っ
た
攻
撃
参
加
で
貴

重
な
ゴ
ー
ル
も
上
げ
る
な

ど
、
攻
守
両
面
の
貢
献
が
光

り
ま
す
。

　

８
月
の
対
戦
相
手
は
、
上

位
争
い
に
食
ら
い
つ
く
た
め

に
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
ラ

イ
バ
ル
で
す
。
猛
暑
の
中
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
献
身

的
に
走
っ
て
戦
う
選
手
た
ち

を
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
応
援

く
だ
さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、

コ
ン
ビ
ニ
の
ロ
ー
ソ
ン
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

https://www.reysol.co.jp/

後
半
戦
は
細
谷
、
大
南
に
期
待
！

　

近
年
、
大
学
病
院
な
ど
の

大
規
模
施
設
だ
け
で
な
く
地

域
の
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
お
い
て
も
、
口
腔
外
科

処
置
や
歯
科
治
療
の
際
に
全

身
麻
酔
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
全
身
麻

酔
は
、
治
療
中
の
意
識
や
痛
み
、

記
憶
を
完
全
に
抑
え
る
た
め
、

患
者
さ
ん
は
手
術
中
に
苦
痛

を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
治
療
の
妨
げ
に
な
る
よ

う
な
体
の
動
き
を
止
め
る
こ

と
か
ら
、
治
療
を
行
う
歯
科

医
師
に
と
っ
て
も
確
実
で
精
密

な
治
療
を
行
う
事
が
で
き
る

方
法
で
す
。

日
帰
り
全
身
麻
酔

　

従
来
、
全
身
麻
酔
を
用
い

て
歯
科
口
腔
外
科
治
療
を
行

う
際
は
、
入
院
処
置
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
日
の
医
療
技
術
や
麻
酔
薬

の
発
達
に
よ
り
、
入
院
の
必

要
が
な
い
日
帰
り
で
の
全
身

麻
酔
下
歯
科
治
療
が
実
施
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
は
、
あ

ら
か
じ
め
外
来
で
必
要
な
検

査
、
診
察
、
説
明
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
治
療
の
当
日
に

来
院
し
、
全
身
麻
酔
下
で
治

療
を
受
け
た
後
、
入
院
す
る

こ
と
な
く
そ
の
日
の
う
ち
に
帰

宅
す
る
方
法
で
す
。（
図
）

歯
科
病
院
で
の

　
　
日
帰
り
全
身
麻
酔

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
は
、
医

科
領
域
で
は
眼
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
、
泌
尿
器
科
な
ど
で
の

小
手
術
に
多
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
歯
科
・
口
腔
外
科
領

域
に
お
い
て
は
、
特
に
、
治
療

に
協
力
が
得
ら
れ
な
い
小
児

や
知
的
障
害
者
の
歯
科
処
置
、

小
児
の
比
較
的
短
時
間
の
口

腔
外
科
手
術
、
ま
た
成
人
の

親
知
ら
ず
の
抜
歯
な
ど
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
表
）

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
の
割
合

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
日

本
大
学
松
戸
歯
学
部
付
属
病

院
で
は
、
年
間
全
身
麻
酔
症

例
の
約
３
割（
令
和
３
年
度
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

専
門
の

　
歯
科
麻
酔
科
医
が
担
当

　

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院
で
は
、
学
会
認
定
を

取
得
し
た
専
門
の
歯
科
麻
酔

R
ep
o
rt

科
医
が
日
帰
り
全
身
麻
酔
を

担
当
し
、
小
児
歯
科
、
特
殊

歯
科
（
障
害
者
歯
科
）、
口
腔

外
科
な
ど
の
症
例
を
中
心
に

安
全
で
快
適
な
歯
科
治
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

日
帰
り
全
身
麻
酔
は
、
保

険
も
適
応
さ
れ
ま
す
（
一
部

自
費
治
療
を
除
く
）
が
、
全

身
的
に
重
度
の
疾
患
が
な
い

事
や
、
帰
宅
時
の
付
き
添
い

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
が

実
施
の
条
件
と
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
担
当
の
歯

科
医
師
ま
た
は
下
記
連
絡
先

に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

０
４
７
・
３
６
０
・
７
１
１
１

　
　
　   （
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）。

218
リポート

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

歯
科
麻
酔
学
講
座
教
授

   

山
口  

秀
紀  

先
生

第
十
九
回

温
順
な
書
風
で
、書
を
始
め

た
ば
か
り
の
人
が
学
び
や
す

い
と
評
判
だ
っ
た
松
石
の
教

科
書
は
全
国
的
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
千
葉
は
書
教
育
が
盛

ん
な
地
域
の
一
つ
で
す
が
、松

石
は
千
葉
の
書
教
育
の
礎
を

作
っ
た
人
物
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
　

   （
学
芸
員　

山
﨑 

亮
）

香
川
松
石（
1
8
4
5-

1
9
1
1
）

『
躍
龍
』 

1
9
0
4
年

か
が
わ

し
ょ
う
せ
き

【皇帝・逆】慎重派の人と対
立の暗示。相手の不安を解
消できない限り進展の気配
なし。無理強いはせず、まず
は話をよく聞くことが糸口
に。★スイカ

６月　生まれ

12月　生まれ

【戦車・正】新しいことを始
める前にお世話になった方
への挨拶を。あなたの努力
を称え励ましてもらえます。
有益な情報と人脈を得る予
感も。★黒糖

　

昨
年
、活
動
20
周
年
を
迎

え
た「
八
千
代
オ
イ
コ
ス
」。

「
花
輪
川
の
整
備
」を
骨
子

に
、子
ど
も
た
ち
に
水
、川
、

水
辺
の
生
き
物
を
通
し
て
環

境
の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら

お
う
と
、「
川
の
学
校
」の
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

農
家
の
高
齢
化
で
耕
作
放

棄
地
が
増
え
て
い
る
同
市
の

現
状
を
踏
ま
え
、里
山
保
全

の
一
環
と
し
て
16
年
前
か
ら

始
め
た「
米
作
り
体
験
」で

は
、市
民
と
共
に
無
農
薬
で

の
米
作
り
を
行
う
な
ど
、多

く
の
環
境
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
る
。そ
の
活
動
の
一
つ
に「

ホ
タ
ル
観
賞
会
」が
あ
る
。

　

オ
イ
コ
ス
の
前
身
は「
ホ
タ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
、25
年
前

か
ら
ホ
タ
ル
の
生
息
調
査
を

行
っ
て
い
た
。「
当
時
は
市
内

30
カ
所
で
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
出
来
た
が
現
在
は
激
減

し
て
３
カ
所
に
」。「
ホ
タ
ル

は
、そ
の
明
滅
に
よ
っ
て
結
婚

相
手
を
探
す
。た
っ
た
一
台
の

自
動
販
売
機
の
光
で
あ
っ
て

も
そ
れ
を
阻
み
、ホ
タ
ル
が
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」と
元
代

表
の
川
瀬
純
一
さ
ん（
82
）は

語
る
。

　
「
学
者
で
は
な
い
の
で
断
言

は
出
来
な
い
が
、農
薬
が
使

用
さ
れ
ず
、幼
虫
の
餌
と
な
る

カ
ワ
ニ
ナ
や
サ
カ
マ
キ
ガ
イ

と
い
っ
た
巻
貝
が
い
る
事
や

適
度
な
暗
さ
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
、ホ
タ
ル
を
保
全
す
る

必
須
条
件
」と
代
表
の
金
室

彰
さ
ん（
69
）。　　

　
「
ホ
タ
ル
は
清
流
、環
境
の

良
好
さ
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
。少
な
く
な
っ
た
と
は
い

え
、身
近
に
ホ
タ
ル
を
見
ら

れ
る
環
境
が
八
千
代
に
は
ま

だ
残
っ
て
い
る
。市
民
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
こ
の
環
境
を
大

切
に
し
、ホ
タ
ル
が
生
息
出

来
る
町
に
し
て
い
こ
う
と
呼

び
か
け
て
い
る
」と
、鑑
賞
会

の
目
的
を
話
す
。

　
「
開
発
の
手
を
ど
れ
だ
け

抑
え
ら
れ
る
か
、こ
れ
ま
で

連
綿
と
続
い
て
き
た
農
業
を

続
け
て
い
け
る
環
境
が
あ
る

か
、そ
の
中
で
人
が
自
然
へ
の

気
遣
い
を
ど
れ
だ
け
出
来
る

か
が
重
要
」と
話
す
。　

　
「
ホ
タ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

テ
ー
マ
は「
人
も
ホ
タ
ル
も

輝
く
町
を
」。環
境
へ
の
取
り

組
み
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

▼「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」８
月
７

日（
日
）。詳
細
は
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
で
確
認
を
。

▽
問
☎
０
９
０
・
１
８
４
２

・
８
７
３
８（
小
林
さ
ん
）。

　

佐
倉
市
の
印
旛
沼
サ
ン
セ

ッ
ト
ヒ
ル
ズ
キ
ャ
ン
プ
場
に
向

か
う
途
中
、「
野
菜
直
売
収
穫

体
験
型
セ
ル
フ
」の
看
板
が

見
え
て
く
る
。こ
の
野
菜
直
売

所
は
収
穫
体
験
が
で
き
る
無

人
販
売
所
で
、自
分
で
野
菜

を
収
穫
し
て
、料
金
を
料
金

箱
に
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
。と
れ

た
て
野
菜
の
新
鮮
な
美
味
し

さ
が
味
わ
え
る
と
評
判
を
呼

ん
で
い
る
。

　

約
２
０
０
０
平
方
㍍
の
敷

地
に
ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、（
各
20

円
）、オ
ク
ラ（
１
本
５
円
）ズ

ッ
キ
ー
ニ（
50
円
）モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

（
一
茎
２
円
）な
ど
、こ
の
時
期

10
種
類
以
上
の
夏
野
菜
が

収
穫
で
き
る
。育
て
て
い
る
の

は
農
地
保
全
産
業
代
表
の
小

久
保
力
さ
ん（
68
）。う
れ
し

い
こ
と
に「
自
分
が
お
客
だ
っ

た
ら
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

価
格
設
定
を
し
て
い
る
」。収

穫
の
た
め
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
、ハ

サ
ミ
の
貸
し
出
し
は
無
料
だ
。

　

小
久
保
さ
ん
は
農
業
に
携

わ
っ
て
い
た
祖
父
母
の
影
響

で
子
ど
も
の
頃
か
ら
土
に
親

し
ん
で
き
た
。警
察
を
定
年

退
職
し
た
８
年
前
か
ら
本
格

的
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

美
味
し
い
野
菜
を
育
て
る

秘
訣
は
畑
を
め
ぐ
り
野
菜
の

成
長
状
態
を
よ
く
観
察
す
る

こ
と
。「
野
菜
の
育
つ
勢
い
が

動
物
の
よ
う
で
育
て
て
い
て

楽
し
い
」と
野
菜
へ
の
愛
情
と

情
熱
を
語
る
。

　

畑
仕
事
で
一
番
大
変
な
の

が
草
取
り
だ
。草
取
り
し
な

い
野
菜
作
り
を
目
指
し
て
５

年
の
構
想
期
間
を
経
て
小
久

保
さ
ん
が
製
品
化
し
た
の
が

雑
草
防
止
シ
ー
ト
。こ
の
シ
ー

ト
の
お
陰
で
手
間
が
省
け
廉

価
で
野
菜
を
提
供
で
き
る
そ

う
だ
。

　
「
皆
さ
ん
の
家
庭
菜
園
と

思
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
」と
小
久
保
さ
ん
。子
ど
も

と
一
緒
の
収
穫
体
験
は
良
い

経
験
と
思
い
出
に
な
る
は
ず
。

他
に
印
西
市
、富
里
市
な
ど

に
同
様
の
販
売
所
が
４
カ
所

あ
る
。新
鮮
安
全
で
美
味
し

い
野
菜
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
欲

し
い
。

▽
問
☎
０
９
０
・
４
６
０
８
・

８
４
５
６
。

▼
佐
倉
市
飯
野
町
１
４
１-

３
。（
印
旛
沼
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ

ル
ズ
キ
ャ
ン
プ
場
北
側
１
０

０
㍍
）。

小久保さんの畑で新鮮な野菜を自ら収穫
収穫体験が出来る野菜直売所収穫体験が出来る野菜直売所「

八
千
代
オ
イ
コ
ス
」

石
神
谷
津
で
ホ
タ
ル
観
賞
会

８
月
７
日

　

千
葉
市
教
育
セ
ン
タ
ー
主

催
の
夏
の
専
門
研
修
と
し
て
、

７
月
26
日
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

た
。受
講
者
は
、千
葉
市
内
の

小
中
学
校
教
諭
約
30
名
。

　

千
葉
市
で
の
開
催
は
、昨
年

に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
と
は
、

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
を
学
ぶ
た

め
に
、エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
、

系
統
的
に
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
い
う
。現
在
45
の
言
語
に

翻
訳
さ
れ
、世
界
１
０
５
の
国

と
地
域
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協

会
が
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
回
の
講
座
名
は「
人
間
関

係
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

―

子
ど
も
も
楽
し
め
る
！
学
べ

る
！
元
気
に
な
れ
る
！
授
業
お

助
け
レ
シ
ピ
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
、先
生
の
指
導
ス
キ
ル
の
向

上
、子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係

の
改
善
、問
題
行
動
の
防
止
、

学
習
意
欲
の
向
上
等
を
目
指

し
て
い
る
。昨
今
、子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
は
、虐
待
最

多
、い
じ
め
の
増
加
、貧
困
な

ど
益
々
悪
化
し
て
い
る
。子
ど

も
が
失
敗
、困
難
に
直
面
し
た

時
、ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
て

い
っ
た
ら
良
い
の
か
、そ
の
知

恵
を
ク
ラ
ス
経
営
や
授
業
を

通
し
て
こ
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た

い
と
願
い
、日
本
で
は
２
０
０

０
年
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団

（
L
C
I
F
）が
資
金
支
援
を

続
け
て
い
る
。

　

当
日
は
朝
９
時
か
ら
16
時

半
ま
で
の
１
日
研
修
。元
気
で

明
る
い
柴
咲
子
講
師
の
リ
ー

ド
で
、生
徒
役
に
な
っ
て
ゲ
ー

ム
、グ
ル
ー
プ
活
動
を
実
際
に

体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、先
生

役
に
な
っ
て
指
導
し
た
り
と
、

安
心
安
全
な
環
境
と
よ
い
集

団
を
つ
く
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ

く
り
を
試
み
、学
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
を
救
う

　
　
　
　
　
　
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育

　

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、参
加
動
機
を「
役
に
立
ち

そ
う
」「
現
場
で
困
る
こ
と
が

あ
る
」と
の
声
が
多
く
見
ら

れ
、こ
の
講
座
へ
の
期
待
と
先

生
の
抱
え
て
い
る
問
題
解
決

を
欲
し
て
い
る
状
況
が
わ
か

っ
た
。「
実
践
的
で
良
か
っ

た
！
」「
こ
ん
な
楽
し
く
出
来

る
な
ん
て
、こ
れ
ま
で
を
反
省

し
た
」と
い
う
声
も
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際

協
会
３
３
３-

Ｃ
地
区（
高
橋

順
之
ガ
バ
ナ
ー
）で
は
、こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
や
指
導

者
の
た
め
に
、ク
エ
ス
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
広
く
推
進
し
て
い

く
方
針
だ
。

▽
問
☎
0
4
3
・
2
4
3
・

2
5
2
8（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事

務
局
）。

メ
ー
ル

lionsquest.333c@gmail.
com 

ク
エ
ス
ト
委
員
会
へ
。

（
千
葉
県
地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
委
員
長
・
市
川
市

議　

石
原
み
さ
子
）

―
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
ー

暑い時期にぴったりのさっぱり冷たいデザートです。

ソースに甘糀を使用することで栄養もしっかりとれて

夏バテ予防にもなります。夏休み真っ盛りの子どもた

ちと一緒に作ってみたらいかがですか。

おうちでごはん

ゼラチン……

お湯…………

（ゼラチンを溶かす用）

7.5g

適量

☆甘糀ソース

冷凍ブルーベリー

甘糀（甘酒）……

150g

100g

○クリームチーズ…

○ヨーグルト………

○無調整豆乳………

○はちみつ…………

○レモン汁…………

200g

230g

120g

65g

5g

1．〇の材料をミキサーでよく混ぜ合わせ、お湯で溶かし
たゼラチンを加え、よく混ぜる。

2．小鍋に冷凍ブルーベリーと甘糀をいれ弱火でトロリと
するまで火にかける。

3．１を容器にいれ冷蔵庫で５時間程度ねかせて完成。
　食べる時に２のソースをかけてください。

ココカラエガオ食堂ココカラエガオ食堂
矢路川結子

の

材料 作り方

甘糀ソースをかけた「レアチーズケーキ」

「ココロ」と「カラダ」が笑顔になる ココカラエガオ研究所


